
主任から一言 

※広報誌における写真や記事は、個人情報保護法に基づき、 

ご本人、およびご家族の同意の上で掲載しています。 

（広報担当：橋本・村松・有我） 

 

ボランティア担当から 

お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和最初の神明福祉園「成人を祝う会」では、1名の方が成人を迎えられました。 

今年度も前半フォーマル・後半カジュアルと形式を分けて行い、前半はご来賓や学生時代の恩師からお祝い

の言葉をいただきました。後半は、ご家族から心温まる思い出エピソードや先輩利用者の方からお祝いの言葉

をいただき、リラックスした雰囲気に。 また、乾杯の場面ではノンアルコールシャンパンを開けて大いに盛

り上がり、笑顔と和やかな雰囲気に包まれた素敵な会となりました。            （記：神野） 

  

 寒さも少しずつゆるみ、ようやく過ごしやすい季節となりました。 

皆様いかがお過ごしでしょうか。今年度も神明福祉園の運営にご理解・ご協力をいた

だき誠にありがとうございました。 

この 1 年間、「安心・安全・楽しい福祉園」をスローガンに利用者の方と様々な活動

に取り組んできました。長らく実施していなかったプール活動では、普段緊張の強い

方が水の上でリラックスされる姿を見て、改めて緊張緩和の取り組みや環境設定の重

要性を再認識しました。 

また新たな創作作業として、牛乳パックを使用した「のれんアート」を作成しました。

利用者の方がそれぞれに得意や興味を活かせるように、カット担当、染め担当、丸め

る担当等細分化して作成しました。集中しながら楽しむ様子を見ると、改めて得意な

事や興味を見極め、さらなる可能性を常に探っていくことの大事さを実感しました。 

 今後も既存の活動の充実を図りながら、チャレンジ精神を大事に、利用者の方のニ

ーズの実現に取り組んでいきたいと思います。そのためには、ニーズを引き出す力、

新たな取り組みを生み出す力、実行する力等、職員のスキルアップが不可欠です。施

設内外の研修含めて、各職員が個々の強みを活かし、「ワンチーム」の組織となれる

ように努めていきたいと思います。            （記：北出）  

ＮＯ．161 
令和 2 年 3月 19 日 発行 

発行者：神明福祉園 

発行責任者：神田博至 

住所：〒121-0057 

足立区神明南2-6-18 

 神明障がい福祉施設内 

電話：03-5682-5370 

ＦＡＸ：03-5682-5665 

 

祝 成人を祝う会 

 

ボランティア様の方々には日頃から施設運営にご協力頂きま

して、誠にありがとうございます 

神明福祉園の下半期のボランティア実績をご報告致します。 

201９年 10月 1 日～20２０年 3 月３１日   

       延べ人数７人。 

今年度もご協力ありがとうございました。次年度も宜しく 

お願い致します。 

神明福祉園では、随時、日中活動等でのボランティアさんを 

募集しています。どうぞお気軽にご連絡下さい。                                  

（記：染谷） 

 

 

★春季休園日：３月 31日～４月 1日（2日から通所再開です） 

 

※3 月 11 日に予定されていた『地域貢献 防災イベント』につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症の影響拡大に伴い、開催を中止させていただきました。 

クラブ活動が始まります！ 
 音楽と運動、２つのクラブ活動が次年度から始まります。利用者の皆さんに、どちらのクラブが良いかを選ん

でもらう為、お試しでそれぞれ体験していただきました。 

音楽クラブでは、バンド『ラッツ＆スター』を思わせる黄色の Tシャツをお揃いで着てのカラオケ大会。 

音楽が流れると、「私も歌う！」と飛び込みで参加される方が多く、大宴会状態でした。その後は、太鼓やドラ

ム等を使っての演奏をしました。 

一方、運動クラブでは、チーム対抗戦でリアル野球盤ゲームを行いました。ユニフォームを着ると、気分は野

球選手！球をよーく見ながら、勢いをつけてバッドで打ち、ホームランゾーンに球が転がると歓声が湧き、大い

に盛り上がりました。 

両方のクラブ体験を終え、どちらのクラブに参加されるか希望を聞き取りしています。クラブ活動が始まるの

は、次年度６月からを予定しています。利用者の皆さんの楽しみの一つになるように、活動内容を変えながら企

画していきたいと思います。                            （記：石井薫） 

 
＜音楽クラブ＞ 

＜運動クラブ＞ 

★連絡先 

神明福祉園ボランティア担当 

染谷
そめや

・石井
いしい

 

電話：03-5682-5370（代表） 



３、４グループ外出紹介 

 

 

3 月 13 日、福祉園の年度末恒例イベントを『クッキング・バイキング』という形で今年度

も開催しました！ 

このイベントは古紙・空き缶回収や自主生産品販売などの売り上げを還元し、利用者の皆さ

んにご自身の好きなデザートを選んでもらい、みんなで作って、みんなで食べるという調理と

バイキングの両方を体験して楽しんでもらうイベントです。 

色々な素材を集めてミックスジュースを作ったり、好みのトッピングで『超！盛り込みパン

ケーキ』を作ったり、世界に 1つだけのオリジナルプリンアラモードやスペシャルゼリーを作

って食べる方もいました。 

今年度はペットボトルのリサイクルがなくなって、福祉園独自で紙漉きを開始し、出来た葉

書サイズのかわいらしいメモ用紙を、2 月下旬から古紙回収にご協力して頂いた地域の皆様に

お配りさせて頂きました。今後はメモや葉書だけでなく、色々なアイデアで新しいカタチを創

作していきたいと思っています。そして地域の方々との関わりや活動を通して、これからも楽

しみながら、あいのわーくに取り組んでいきたいと思います。        （記：熊田） 

 

還元イベント『クッキング・バイキング』 
３グループは、2月 21日（金）に福祉バスと園の車両を使い、草加にある「せんべいの庭」

へ行き、みんなで煎餅の手焼き体験を行いました。 

その前に腹ごしらえとして、回転寿司に行き、それぞれ好きなお寿司を食べました。席に着

くと、皆さん真っ先にメニューを見て注文し、お寿司が待ちきれない様子。お寿司以外にもラ

ーメンや天丼などもあり、お腹いっぱいの満足そうな表情が印象的でした。 

煎餅の手焼き体験では、それぞれ 3 枚の煎餅を焼きました。辺りには香ばしいお醤油の匂

いが立ち込め、同行していた支援員も煎餅を食べたいと思う程でした。焼き上がった煎餅をそ

の場で食べる方やご家族へのお土産で持ち帰る方と様々でした。 

予定通りに帰園でき、皆さんから「楽しかった」と笑顔も溢れ“食”を思う存分楽しんだ 

1日となりました。     （記：橋本） 

4グループでは 1月から 2月にかけて、小グループに分かれて今年度最後となるランチ外出

へ行ってきました。今回の行き先は亀有アリオの Placebuffet です。 

ビュッフェという事でピザやごはん、ラーメン、揚げ物等など迷ってしまう程の様々な物が

置いてあり、皆さん好きな物を選んでいました。デザートも豊富でチョコレートファウンテン

に挑戦したり、好きなデザートプレートを作ったり、コーヒーを嬉しそうに注いでみたりと好

きな物を召し上がり、表情も穏やかな皆さん。何度もおかわりに行く方やお気に入りの物をた

くさん食べる方等、それぞれの時間を楽しめたのではないでしょうか。たくさん食べた後は、

近隣を散策し、4グループらしく身体もしっかりと動かしています！                               

来年度も皆さんにとって、楽しく様々な経験ができるような外出を企画できればと思います。    

（記：川邉） 

 


